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（一報   二報   三報 ） 所    名　 名古屋 ＳＣ ST

発生日時 12 月 10 日 15 時  20 分

％

（災害発生状況）

 11/27 16:36 ㈱ヤナセ千音寺支店：中嶋様からMB純正充電ボックス設置の依頼がされた。
 11/29 10:21 お客様と現地調査日を調整し、12/2 13：00～ で確定した。

発  12/2   12:54 現地調査を実施、見積書を提示して内容受諾され署名を頂いた。
 12/3   11:51 見積書を郵送、発注を頂きました。
 12/8   15:56 お客様と工事日程を 12/10　13：00～ と確定した。
 12/9    8:48 SC：牧口からCA様へ工事日程の連絡メールを送信した。
 12/10 12:58 工事を開始

生            15:20 作業完了、お客様と充電器の試運転・設置状況を確認引き渡しした。（タイル亀裂はなし）
 12/13 11:37 お客様から「充電器設置周りのタイルに亀裂が入っている」と連絡がされた。
           18:00 お客様宅を訪問し謝罪、外壁ひび割れを確認。浸水予防ｼｰﾙ処置･今後の対応を協議した。
 12/14 12:50 ヤナセ CA様へ架電し、トラブル経緯を報告した。（12/13･14が販売店定休日）

その際、事前にお客様から連絡されていたことが確認された。
状  12/16 10:45 お客様から教示の積水ハウス担当者門田様へ架電、お客様へ訪問日を調整・連絡を依頼

           16:00 ヤナセCA：中嶋様へ現状を報告
           16:20 積水ﾊｳｽ門田様から12/20 15時 訪問確定と受電、お客様へ架電：今後の対応協議を受諾

（根本原因）
況 ・充電器固定の設置可能な強度確認(ひび割れ)・設置方法等を協議、承諾が確認されていないこと

・作業前、取付後に作業周囲既設物を点検、顧客承諾状況の写真等、記録がされていないこと
（再発予防策）
・充電器設置面の強度(ひび割れ)・設置方法等を顧客と協議、承諾されてから作業を進めること
・作業後の機器機能点検のほか、出来形・見栄え等、作業範囲が作業前と変わりない記録を保管する

作業員の氏名・所属会社名
作業形態

   　　　             （   次)
　

顧 ・お客様へ謝罪の上、後日補修方法打合せ ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞
客  (破損外壁ｻｲﾃﾞィﾝｸﾞは 積水ハウス特注品なので  ・お客様と早期に壁を修復させるためにも
対  お客様宅ﾒﾝﾃﾅﾝｽ担当者様へ相談・対応となった) 　しっかりと連携し対応を進めます。
応
そ
の
他

ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。

住　　　　　所

-

家族の状況 被　災　者　氏　名 年齢 職種 傷病程度 所　属

事  前  説  明
事前説明の実施日該当無

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

令和　3年　11月　27日実施状況

事前説明の対象者

工事名
小川隆也様邸
MB純正充電ボックス設置工事

工事番号 210098340

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　

SC,ST長名 幸島

名古屋北

H 7. 2. 22

H 27.6.15

報告書作成 　　12 月　 14日　　14 時　00 分　

名古屋北SC,ST名

進捗率

請負額 所在地

発注者 小川隆也様 （㈱ヤナセ） 工   期

愛知県名古屋市昭和区五
軒家町24-10

 090-1096-9932電話176,500 円（税抜き）

令和3年12月10日～12月10日 100

一報受付時
間

(有)中京電設工業（2次）

近藤　直樹　

12/14　9:37
12/14　9:46 処　 理 

㈱ＳＫＫ（ 1次)

12/13　11:37
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終
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発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）



災害発生状況図

建物全景



災害発生状況図

応急対応 ： シーリング処置
応急対応 ： シーリング処置

※充電時にケーブルにシーリング材が

付着する懸念のためテープ養生を



災害発生状況図

※設置後写真 指摘クラック位置 〇印


